
長崎振興局管内防災パトロール

令和７年度

長崎振興局

令和７年６月２日（月）
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令和7年度

長崎振興局管内防災パトロール視察箇所図

③一般国道499号道路災害防除事業

（長崎市戸町）

②大園(3)地区急傾斜地崩壊対策事業

①鳴見川（チ）火山砂防事業

（長崎市鳴見町）

（長崎市大園町）

④鹿尾川河川改修事業

（長崎市上戸町）⑤香焼西海岸高潮対策事

（長崎市香焼町）
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予備日

番号 視　察　箇　所
移動
距離

移動
時間

到着
時間

説明
時間

出発
時間

担当課

出発式（10時25分集合、10時30分開始）   

長崎振興局（10時30分発）   10:30

↓ 7km 0:20   

① 鳴見川（チ）火山砂防事業
（長崎鳴見町）

10:50 0:15 11:05 砂防課

↓ 3km 0:10

② 大園（３）地区急傾斜地崩壊対策事業
（長崎大園町）

　  11:15 0:15 11:30 砂防課

↓ 5km 0:15

長崎振興局（昼食） 11:45 13:00

↓ 8km 0:20   

③ 一般国道499号道路災害防除事業
（長崎市戸町）

　  13:20 0:15 13:35 道路維持課

↓ 4km 0:10   

④ 鹿尾川河川改修事業
（長崎市上戸町）

　  13:45 0:15 14:00 河川課

↓ 12km 0:30   

⑤ 香焼西海岸高潮対策事業
（長崎市香焼町）

　  14:30 0:15 14:45 港湾課

↓ 20km 0:45   

長崎振興局（15時30分着・解散） 　  15:30

55km 2:30 1:15

Ｒ７ 長崎振興局管内防災パトロール
行程表（案）

R7.6.2（月）
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■事業概要

長崎県長崎市上戸町3丁目他
3，870ｍ
昭和49度

【下流工区】 【上流工区】

小ヶ倉ダムから鹿尾ダム貯水池末端までは開けた盆地状の地形を呈し、鹿尾ダムから下流は、峡谷状の山地となり、河口付
近では開けた地形となっている。

昭和63年の水害を契機として鹿尾ダムの下流工区の流下能力が低く重点整備を行うこととなったため、小ヶ倉ダムから鹿尾
ダム貯水池末端までの上流工区の用地買収済箇所において長年工事がなされていない区間が生じていた。

令和6年度に上流工区の未工事箇所の発注を行い、R6～8の債務工事で護岸工、通路工を実施中。下流工区については令
和7年度に護岸工、極楽橋（人道橋）の発注を行う予定。

施 工 箇 所 ：
全 体 計 画 改 修 区 間 延 長 ：
事 業 着 手 年 度 ：

鹿尾川水系鹿尾川は、長崎市の中部に位置し、小ヶ倉ダムから始まり長崎港へ流下する流路延長９.９km、流域面積１３．９
km2の二級河川である。小ヶ倉ダムから鹿尾ダム間と河口部では市街地が形成されており、河道が狭隘なため、浸水被害が頻
発し、昭和５７年の長崎大水害では甚大な被害が発生した。
　このため、河川改修を実施し、昭和５７年洪水と同規模の出水に対して浸水被害の解消を図る。

R499

R237

全体計画改修区間 L=3,870m

戸町中学校

浸水氾濫区域

R251

令和6～8年度債務工事

工事長 L=298m
護岸工、管理用通路工

鹿尾ダム

下流工区

小ヶ倉ダム
上流工区

S57.7 洪水 被害状況
浸水面積　65ha
浸水家屋　971戸
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概　要

　香焼西海岸において、荒天時における波浪の越波防止を目的として離岸堤を設置する工事

である。離岸堤の設置によって、護岸背後への越波及び浸水を防止し、地域住民の安全・安心

な生活の確保を図る。（防護区域：7900ｍ2、防護人口：16人）

工事箇所： 長崎市　香焼町

工事概要： 【全体】  離岸堤　Ｌ＝100ｍ　（基礎工、消波工）

【R5d補正】 離岸堤 L=6.4m（本体工 L=6.4ｍ）　

　　　※令和7年度末進捗率　63％

全体事業費：673,400（千円）

事業期間： 令和3年～令和7年

平面図

写真

H24.9.17 H18.9.16台風１３号

②

①

① ②荒天時写真

整備前航空写真

標準断面図
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